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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はβチューブリンタンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。βチューブリンは、ヘテロ二量体を形成して微小管を形成する2つのコアタンパク質ファミリー（αチューブリンとβチューブリン）のうちの1つです。このタンパク質は血小板と巨核球に特異的に発現し、前血小板産生と血小板放出に関与している可能性があります。この遺伝子の変異は、常染色体優性遺伝性のマクロ血小板減少症と関連しています。この遺伝子の2つの偽遺伝子がY染色体上に存在します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	K562 (1)、HepG2 (2)、A431 (3)、Jurkat (4)、Hela (5)、NIH/3T3 (6)、Cos7 (7)およびPC12 (8)細胞溶解物に対するTUBB1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	TUBB1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	TUBB1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した A431 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	TUBB1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。
	

	TUBB1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。

